
第 1回川崎市公衆無線 LAN 環境整備検討委員会 

 

１ 開催日時 

平成 26 年 5 月 19 日（月）午後 3時～午後 4時 30分 

２ 開催場所 

第３庁舎１８階 大会議室 

３ 出席者（敬称略） 

 (1) 委員 

    実積 寿也 委員 （委員長） 

    庄司 昌彦 委員 （副委員長） 

    多勢 克己 委員 

    清本 幸宏 委員 

    寺島 秀晃 委員 

    古川 直子 委員 

    松田  泰 委員 

    石田 聡毅 委員 

    髙坂 幹男 委員 

    岩本  宏 委員 

    梅田  穣 委員 

 (2) 事務局 

    川崎市総務局情報管理部ＩＣＴ推進課 

 

４ 議題 

(1）本市が考える Wi-Fi の利活用と方向性について 

(2) その他・連絡事項等 

【配布資料】 

  ・資料１：川崎市の Wi-Fi 網整備の方向性について（案） 

・参考資料：自治体 Wi-Fi の整備状況と川崎市の現状について 

・参考資料：各企業の Wi-Fi 取組内容 

 

５ 傍聴者 ７人 

 

 



６ 議事概要 

審議事項については、以下の通り。 

(1) 委員長の選任について 

（事務局） 

当委員会の設置要綱におきましては、委員長は委員の互選となっております。 

また、副委員長に関しましては委員長が指名いたします。 

委員長について特に立候補や推薦がございませんでしたら、事務局から御提案し

たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（全委員） 

異議なし。 

（事務局） 

ご異議がないようなので、事務局といたしましては、委員長に実積委員を推薦し

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

（全委員） 

異議なし。 

（事務局） 

それでは、委員長は実積委員にお願いいたします。以降の進行につきましては、

委員長にお願いしたいと存じます。 

（委員長） 

ご指名により、委員長を務めさせて頂きます。 

インターネットは、今日、我々にとって必要不可欠なものになっています。特に、

近年の技術開発は、インターネットを、これまでの自宅やオフィスで利用するもの

から、外出先を含むあらゆる場所から利用できるものへと進化させてきました。 

そのようなネット環境を利用することで、世界中で様々なビジネスが展開された

り、あるいは社会活動がより効率的になってきたりしていることは皆さんもご承知

の通りです。行政サービスにおいても、モバイルインターネットを活用することに

より、従来よりも品質の良いサービスやこれまで提供できなかったようなサービス

を、低コストで提供できるようになっています。こういった状況を踏まえ、本検討

委員会については、川崎市内で Wi-Fi のネットワークを整備することで、川崎市民

に対する利便性を向上させるような検討を実施するものと理解しております。委員

の皆様よりご忌憚ない意見をいただき検討を進めてまいりたいと考えておりますの

で宜しくお願いいたします。 

 



（委員長） 

設置要綱に基づくと、副委員長については、委員長が指名するとのことですので、

庄司委員にお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（全委員） 

異議なし。 

（委員長） 

ありがとうございます。では副委員長からご挨拶をお願いしたいと思います。 

（副委員長） 

私は、地域社会において情報通信技術をどのように使える環境にし、利活用する

のかということを研究の柱としてまいりました。 

インターネットが普及して 20年になり、全国、全世界で様々な取組が行われてき

ました。様々な事例に学びながら、今回の Wi-Fi 環境を整備していく中で、どのよ

うなモデルを作ることが良いのか、また、どのような利活用をしていくことで、川

崎市の市民生活が豊かになり、企業等の活動が活性化するのかといったことを皆様

と一緒に検討させていただきたいと思います。 

 

(2) 川崎市が考える Wi-Fi の利活用と方向性について 

（委員長） 

議題１について事務局より説明をお願いします。 

 

事務局から資料１「川崎市の Wi-Fi 網整備の方向性について（案）」、参考資料「自

治体 Wi-Fi の整備状況と川崎市の現状について」に基づき、川崎市の Wi-Fi 網整備の

方向性について（案）を説明。 

 

（委員長） 

委員の皆様から、事務局からご説明のあった方向性について、ご意見をいただき

たいと思います。何かご質問等があれば、ご発言をお願いいたします。 

（委員長） 

特に無いようですので、事務局に私から質問をさせていただきます。モバイル・

ファーストの取組については非常に良いことだと思われますが、モバイル端末等を

使いなれていない、高齢者等へのサポート等は検討されているでしょうか。 

（事務局） 

現在、市の広報などは紙媒体での情報発信も実施しております。モバイル・ファー



ストへの取組を導入したとしても、それらを全廃するということはないと思います。

そうしたなかでモバイル端末の利用になれていない高齢者等が ICT を利活用できる

環境の検討もしていかなくてはならないと考えております。 

  （委員長） 

それでは、せっかくの機会ですので委員の方から市の考え方に対するご意見や各

企業で展開されている Wi-Fi 事業又は情報サービスの提供等に関する取組状況につ

いて、ご説明いただければと思います。また、先ほど事務局からご説明いただいた

方向性についてご意見があれば頂きたいと思います。副委員長から順に各委員にご

発言をお願いします。 

（副委員長） 

委員長のご発言にあったように、モバイル・ファーストの考え方は非常に良いと

思います。 

モバイル端末を前提とした情報サービスの提供を主眼とすれば、個人を単位とし、

また場所等の文脈に合わせたサービスを提供することができるのではないでしょう

か。そうすることでサービス提供側から一方向的に情報を発信するだけではない、

ユーザーのアクションに寄り添ったサービス提供が発展すると想定されます。 

また公衆 Wi-Fi については、自由度の高い利用方法をユーザーに提示できるよう

な検討を進めるべきだと思います。一方で、川崎市として独自性の具体的な取組も

想定されているとのことなので、自由度を高めていくことと、川崎市における具体

的な課題に対応できるような利活用の方法の両面から検討を進めることが必要であ

ると感じました。 

（委員） 

弊社 KDDI としては、いつでもどんなところにいても、その場に適した回線とデバ

イスでコンテンツにアクセスできるといったコンセプトで事業を推進しております。

そのため、川崎市で検討されている方針については賛同いたします。 

弊社の Wi-Fi の取組については、データのオフロードを一番の目的として推進し

ております。そのような中で、アクセスポイントの拠点数については、2014 年の 3

月時点で 24 万スポットまで増加しております。設置場所の種別としては、コンビニ

やショッピングモール、カフェ、ファーストフード、ファミレス、空港への交通網

を中心に設置しており、取組の方針としては、利用者の利用感を損なわないような

コンセプトを重要視しております。具体的には、Wi-Fi と携帯回線の切り替わりにつ

いて、利用者がストレスを感じないような環境を考慮した Wi-Fi の整備を進めてい

ます。 



また、昨年秋には IEEE802.11ac の規格についてもドトールコーヒー等に展開させ

ていただいております。外国人向けの Wi-F 提供として、スターバックスコーヒーに

おける Wi-Fi サービスへの登録者は、100 万人を超える登録をいただいており、その

約２割は外国人です。 

このような点も本検討委員会へ情報提供できればと考えております。 

（委員） 

川崎市様のご検討については、今後、具体的な内容について弊社として、どのよ

うなご協力ができるかといった観点から検討させていただきたいと思います。 

NTT ドコモとしての Wi-Fi に対する取組状況については、他社と比較すると遅れ気

味ではありますが、現在、エリアの拡大を図っております。また、利便性の向上を

図っていくことも必要であるとの認識であり、ユーザーの利便性、機能の向上にも

取組んでいく方針でおります。アクセスポイントの設置場所については、実利用を

見込める鉄道やカフェ、コンビニ、ファミリーレストランを中心に Wi-Fi スポット

を新設しており、そのような施設については携帯回線の逼迫に関する対応を目的と

して検討しているため、そのような情報についても本検討委員会に提供させていた

だきたいと思います。 

（委員） 

ソフトバンクモバイルについては、川崎市に 4,600 拠点のアクセスポイントを設

置しております。目的はデータオフロードのため、対象はソフトバンクユーザーで

あり、人が密集する地域に重点をおいたサービスの提供を実施しております。 

ご説明いただいた、川崎市の方針についても合意できる内容であり、ご協力させ

ていただきたいと考えおります。Wi-Fi のネットワークに関するシステムインテグ

レーションも手掛けているため、そのような検討についてもご協力できると思いま

す。また、地域の市民向けサービスについても、ご協力させていただく際には、防

災対策の観点等についても情報提供させていただきたいと考えております。 

（委員） 

弊社は固定通信事業者ではありますが、川崎市で検討されている方針についてご

協力させていただきたいと思います。弊社はかわさき CITY Wi-Fi の取組において、

川崎市の７区役所にフレッツ光ステーションを導入させていただいております。 

資料にある光ステーションについては、固定回線から公衆無線 LANを提供するサー

ビスであり、どの無線通信事業者をご利用の方でも 1日最大 30分利用いただけ、災

害時には無料開放できるような内容であり、市内で約 1,000 箇所のアクセスポイン

トがございます。 



また、外国人観光客向けに、14 日間無料で利用できるサービスも用意しておりま

す。 

（委員） 

１点のご質問として、年々自治体の Wi-Fi 提供が減少しているというご説明がご

ざいましたが、どのような課題があり導入が減少しているのか把握されていらっ

しゃいますでしょうか。 

（事務局） 

自治体が Wi-Fi のサービスを提供している事例は増加しておりますが、自治体の

みで Wi-Fi の環境を整備して提供するケースが減少し、民間事業者との協力による

事例が増えているという現状でございます。 

（委員） 

了解いたしました。 

（委員） 

川崎市の方針については、利活用の面から検討されている点が大変良いと思いま

す。他自治体の事例ではインフラの整備から検討を始める場合も多いため、利活用

に悩む団体も多いという実情がございます。 

Wi-Fi の整備については、良いネットワーク、コンテンツを作成するとともに整備

した Wi-Fi の周知・啓発を積極的に実施されることが必要であると思います。 

弊社の事業は、通信キャリアの皆様にご利用頂く共用アクセスポイント（AP）と

いう仕組みを構築し、その仕組みを活用し無料 Wi-Fi サービス等を提供させていた

だいております。さらに、４K/８K といった高精細動画の配信や新規デバイス動向に

対応した Wi-Fi サービスの展開等の事業も視野に入れております。 

アクセスポイントについては、15万箇所に設置をさせていただいております。 

福岡市の事例については、観光や災害情報の発信、無料インターネットサービス

等を提供させていただいており、官民協同で公衆 Wi－Fi の環境が整備できた事例で

ございます。 

（委員） 

川崎市の計画については、いつでもだれでも Wi-Fi を利用できる環境、ビジネス

のインキュベーションを構成するという点は賛同できるものであり、できるかぎり

協力させていただきたいと考えております。 

弊社の Wi-Fi 事業は、自ら設備を設置しているわけではございませんが、どのよ

うな場所でもインターネットを利用していただけるようなサービスを提供しており

ます。本検討に関係する項目であると思いますが、大規模な Wi-Fi の構築を実施す



る際には、セキュリティ面での課題は多いと思われますが、一般市民の ISP を利用

する観点もあるのではないかと想定しております。 

（委員） 

本検討は賛同できるものであり、委員の皆様と共に検討にご協力させていただき

たいと思います。弊社は通信事業ではなく、無線機器を扱う事業者でありますが、

神奈川県もご参加していただいている、富士山フリーWi-Fi プロジェクトに参加して

おります。当該プロジェクトでは、ユーザーが機器の設定をできない場合や来客者

がオフィスで利用している Wi-Fi に接続するパスワードをそのまま提供している

等の課題があったため、適切な環境を整備するための事業を弊社として展開させて

いただいております。 

川崎市の Wi-Fi サービスにおける SSID についても検討する必要があると感じてお

り、川崎市民に対するサービスと外国人観光客等へのサービス展開の両面にあう、

SSID を設定する必要があるのではないかと考えております。 

また、市内の Wi-Fi 化については、機器のみの整備であるのか、インターネット

サービスを提供するのであれば、機器への通信量負荷への対応、保守費等の費用に

ついて検討する必要がございます。それに加え、利活用における市民サービスにつ

いても検討するということでございましたら、優先順位を決めて検討しなければな

らないのではないでしょうか。 

（委員） 

川崎市の検討されている方向性は賛同いたします。具体的な検討を進めていく上

で、川崎市の中でも、地域にあったサービスを提供することが必要であるのではな

いかと考えております。 

また、弊社としては通信事業者ではないため Wi-Fi 事業については防災関連の事

業を主に展開させていただいており、災害時の Wi-Fi サービスの提供範囲等につい

て情報提供をさせていただきたいと考えております。 

（委員） 

弊社は横浜市鶴見区に拠点を置いており、横浜市、川崎市の一部で事業を展開さ

せていただいております。 

川崎市とは密接に連携しながらケーブルテレビ網を通じて地域情報等を発信させ

ていただいております。本検討について、弊社の事業で展開している電柱を伝って

ケーブルをつなぐ際の電源供給の仕組み等、停電時の電源についての情報提供や、

有事発生時の情報発信の考え方についても検討にご協力もさせていただきたいと思

います。 



また、市民サービスにおける利活用についてもコミュニティチャンネル等のコン

テンツに関するノウハウを活用していただけると思います。 

Wi-Fi サービスの提供における周波数の整備等も本委員会で検討する課題ではな

いかと想定しておりますので、その点についても、ご協力させていただきたいと思

います。 

（委員長） 

皆様からのご意見を踏まえると、利用者ニーズへの対応が重要であると感じまし

た。きめ細やかなサービスや川崎市が市民に即したサービスを提供することが重要

であると思います。 

以前、検討委員として参加した福岡市における公衆無線ＬＡＮ検討会でも、誰に

どのようなサービスを提供するのかという議論がございました。事業における官民

のそれぞれの取組について、棲み分けを検討していければと思います。 

（副委員長） 

モバイル・ファーストという大きな方向性については、皆様にご賛同いただけま

した。現在のビジョンを具体化するために、限りある資源の中で、目的、対象を絞

る検討をさせていただき、計画的な整備を実施していく必要性を深く感じておりま

す。 

（委員長） 

限られた行政資源を有効に利用するため、優先順位をどのように設定していくの

かという観点も踏まえつつ、公衆 Wi-Fi 整備における具体的な施策の検討が必要だ

と思います。あわせて、設備設置後の有効活用を進めていくために、市民に対する

周知・啓発についても重要であると思います。また、市が作るコンテンツについて

は市民のニーズを反映していくことが不可欠ですし、川崎を訪問される外国人観光

客に対しては英語での情報提供を実施するなど、様々な観点から検討を進めてまい

りたいと思います。 

本日、各委員の方々から頂いたご意見を事務局で取りまとめてください。また次

回は、配布資料なども参考にしていただいて、目的や対象を踏まえて川崎市が目指

すべき Wi-Fi 整備と情報サービスの提供など、ソフト面を含めた利活用に関して、

各企業の事業展開の状況も考慮して、どのような手法が考えられるか、さらに本委

員会としての検討はどう進めるべきかについて、各委員の皆様からご提案いただき

たいと思いますがよろしいでしょうか。 

（全委員） 

異議なし。 



（委員長） 

詳細については、事務局に調整していただきたいと思います。 

 

(3) その他について 

（委員長） 

事務局から事務連絡をお願いいたします。 

（事務局） 

各事業者様におかれましては、委員長からご説明いただいた、次回検討委員会に

向けた、整備プランなどへの御意見や御提案をいただければと思います。事業全体

ではなくても、Wi-Fi の整備を実施する上で、このようなサービスの活用が考えられ

るのではないかといったご提案をいただければと思います。 

なお、御意見等につきましては、5 月 30 日までにお寄せください。その後、必要

に応じて事務局からヒアリングなどをさせて頂く際は、御協力をいただきますよう

お願いいたします。 

また、今後の本委員会に関する連絡や情報共有のために、メーリングリストを設

置させて頂くことをご了承ください。こちらについては、情報通信総合研究所が運

営いたしますので、皆様のご連絡先のメールアドレスを当該のメーリングリストに

登録することをご了承ください。 

次回の開催日は、来月 6月 16日、月曜日、本日と同時刻を予定しております。速

やかに決定させて頂き、ご通知申し上げますが、御予定いただきますようお願いい

たします。 

以上 


